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A

　我々 が 以前か ら調 べ て きた特異 な電気的性質を示す高圧 下にある α一（BEDT −TTF ）213 は

ゼ ロ ギャ ッ プシ ス テ ム で ある こ とが明 らか にな っ て きた ［1−3］。フ ェ ル ミ準位極 近傍 で伝導

電子帯 と価電子帯が k 空 間の 2点で 接触 し、その 近傍 で は Dirac　cone と呼ばれて い る線

形分散型 の 構造 を して い る 。 Dirac　cone 上の 担体は質量ゼ ロ の粒 子 と して振 る舞い
、 そ う

い っ た こ とが 興味深 い 性質を示 す と知 られ て い る 。

　（1）1 つ は電気抵抗の 温度依存性に 見 られ る。1．5GPa 以上の 圧力下で こ の 物質の 電気抵

抗は ほ とん ど温度に 依存しない
。 室温 か ら4K まで 約 2 分の 1程度で ある。こ の よ うな擬

2 次元物質で はシ ー ト抵抗を考慮す るこ とが大事で あ る。そ こ で 、ど の よ うな抵抗値を持

っ の か を知 る ため に 1 層あた りの 電気抵抗 （シ
ー

ト抵抗 Rs）を見積もる と 、 驚い た こ と に

広 い 温度範囲 で 量子抵抗 h！e2 　＝ 　25．8kΩ 近傍 に量子化す るの で ある。最も重要なの はこ れ

が不純物濃度にあ ま りよ らな い とい う事実で ある 。 これがゼ ロ ギャ ッ プ状態の 電気伝導性

の 特徴で ある。（2）キャ リア濃度 η の 温度変化が n ⊂ox　T2 に従 うの もこ の 系の 特徴で ある。

　さらに 興味深い の は 、こ の よ うなゼ ロ ギ ャ ッ プ 状態では磁 場 下で contact 　pointの 位置

にゼ ロ モ
ー

ドの ラ ン ダウ準位が存在する こ とで ある 。 この 系の 面垂直方 向に磁揚をか ける

と負の 層 間磁気抵抗が観測 されるが、最近、これがゼ ロ モ ー ドの ラン ダウ準位 が 関与 した

層状 Dirac電子系 の 特徴で あ る こ とが長 田先生 の 計算結果か ら明 らか に な っ た ［4｝。例 え

ば 4K で は 0．2T 以上 の 磁場 下で 抵抗は 磁場 に反比 例 して減少 す る 。
ゼ ロ モ

ー
ドラ ン ダ ウ

準位の 縮 重度 が磁揚 に比例 して増大 し 、 Fermi準位で の 状態密度 が増大 した こ とで層間方

向の 伝導度が 高くなるた め で ある。

　
一方最近 、 面 内の 磁気抵抗、ホ

ー
ル 抵抗 の 異常な振 る舞い もゼ ロ モ

ー ドに あるキ ャ リア

の 運動 を考慮す ると、だい たい は説 明で きる こ とが わか っ て きた。

　高圧 下 に ある α 一（BEDT −TTF ）213 を ゼ ロ ギ ャ ッ プ電子系 と して 見て 実験 ・解析を進 め て

い くこ とで最近急速な発展が見 られ る 。
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